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	SH2ドメインを介して活性化（リン酸化）タンパク質チロシンキナーゼに結合し、アダプターとして機能して、p110触媒ユニットの細胞膜への結合を媒介します。インスリン感受性組織におけるインスリン刺激によるグルコース取り込みおよびグリコーゲン合成の増加に必要です。SH2ドメインを介して活性化（リン酸化）タンパク質チロシンキナーゼに結合し、アダプターとして機能して、p110触媒ユニットの細胞膜への結合を媒介します。インスリン感受性組織におけるインスリン刺激によるグルコース取り込みおよびグリコーゲン合成の増加に必要です。FGFR1、FGFR2、FGFR3、FGFR4、KITLG/SCF、KIT、PDGFRA、およびPDGFRBに対する応答シグナル伝達において重要な役割を果たします。同様に、ITGB2シグナル伝達にも関与する（PubMed:17626883、PubMed:19805105、PubMed:7518429）。肝臓における代謝過負荷時に、ERストレス依存的および／またはインスリン依存的にXBP1アイソフォーム2の核移行を促進することで、ERストレスに対する細胞応答を調節し、耐糖能の改善に関与する（PubMed:20348923）。
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	(1) K562細胞溶解物、(2) Raw 264.7細胞溶解物、(3) C6細胞溶解物におけるPI3キナーゼp85α発現のウェスタンブロット分析。

